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自律し挑戦し続ける教員の姿（児童の学びのロールモデル） 

令和５年度 研究構想図 

「みなが力」を磨く子ども 

（協働性） 

最後までやりぬく子ども 

（自己調整力） 

自ら考え学び続ける子ども 

（知識・技能，課題発見・解決力） 

自らチャレンジし，元気よく体を鍛える子ども

（知識・技能，課題発見・解決力） 

自律した学び手を育てる授業の創造 
～児童の自己調整力と学力の向上を目的とした， 

効果的な学習方法の習得・活用を促す指導の工夫を通して～ 

効果的な学習方法の

習得・活用

個別最適な学びの

視点に立った授業改善

教員の指導観・研修観のアップデート

協働的な学びの

視点に立った授業改善

・児童の実態に応じた学習

環境のコーディネート 

（指導の個別化，学習の個性化） 

・自己決定場面のある授業 

・アウトプット場面のある授業 

・家庭学習の工夫 

・各教科の見方・考え方を

働かせる一斉型授業 

・課題発見・解決型学習 

・プロジェクト学習 

・なぞとき学習 

個別最適かつ協働的な学びの視点

• 学校教育ビジョンに基づく，一人一人の研究テーマの設定

• 一人一人が研究のＰＤＣＡサイクルを回し，専門性を高める

• テーマごとに形成されたグループによる学び合い

• 同僚性や専門性を高める話題提供型の実践交流


